
投
入
で
き
る
の
で
、
検
査
の
容
易
化
、

短
時
間
化
、
省
力
化
に
つ
な
が
る
。

　

道
路
、
水
路
、
通
信
線
等
の
収
容
な

ど
、
各
種
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る
、
地

中
に
埋
設
さ
れ
る
箱
型
の
構
造
物
。

　

核
（
Ｎニ

ュ

ー

ク

リ

ア

ｕ
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ
）
、
生
物

（
Ｂバ

ｉイ

オ

ロ

ジ

カ

ル

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
）
、
化
学

（
Ｃケｈ
ｅ
ミ

カ

ル

ｍ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
）
の
そ
れ
ぞ
れ

の
頭
文
字
。
こ
れ
ら
を
用
い
た
大
量
殺

り
く
兵
器
を
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
と
い
う
。

　

遠
隔
操
作
ま
た
は
自
動
操
縦
に
よ
り

飛
行
す
る
無
人
航
空
機
の
こ
と
。
飛
行

す
る
音
が
ハ
チ
の
羽
音
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
雄
バ
チ
を
意
味
す
る
英
単
語

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
空
撮
や
物
流
分
野
で
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

住
宅
の
空
き
室
な
ど
に
有
料
で
旅
行

者
を
宿
泊
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

こ
れ
ま
で
は
違
法
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、

住
宅
宿
泊
事
業
法
の
施
行
に
よ
り
、
一

定
の
要
件
の
下
で
営
業
が
可
能
と
な
る
。

　
一
定
規
模
以
上
の
開
発
事
業
を
行
う
に

当
た
り
、
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
事
業
者
自
ら
が
調
査
・
予
測
・

評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
、

住
民
や
行
政
か
ら
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
よ
り
よ
い
事

業
計
画
を
作
り
上
げ
て
い
く
制
度
。

　

健
康
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
農
山
村
地
域

や
都
市
の
近
郊
等
で
優
良
な
住
宅
の
建

設
を
促
進
す
る
制
度
。

　

公
営
企
業
の
経
営
状
態
の
悪
化
に
よ

り
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て
い
る

地
方
公
共
団
体
の
こ
と
。
地
方
公
共
団

体
は
、
経
営
す
る
公
営
企
業
の
事
業
規

模
に
占
め
る
資
金
不
足
の
割
合
を
示
す

資
金
不
足
比
率
が
20
％
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
同
計
画
を
策
定
し
、
毎
年
度
そ

の
実
施
状
況
を
国
な
ど
に
報
告
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
装
備
し
た
自

走
式
の
ご
み
検
査
装
置
の
こ
と
。
事
業

ご
み
を
検
査
機
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

上
で
検
査
し
、
検
査
後
は
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ヤ
ー
を
動
か
し
そ
の
ま
ま
ピ
ッ
ト
に

　

永
年
に
わ
た
り
市
政
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
全
国
市
議
会
議
長

会
総
会
に
お
い
て
、
次
の
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

○
特
別
表
彰
（
議
員
在
職
30
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

小　

山　

勇　

朗

○
一
般
表
彰
（
議
員
在
職
10
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

相　

沢　

和　

紀

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

か
ず
ひ
こ

　
　
　
　
　
　
　

高　

見　

の
り
子

　
　
　
　
　
　
　

跡　

部　
　
　

薫

　
　
　
　
　
　
　

加　

藤　

和　

彦

　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺　
　
　

健

　
　
　
　
　
　
　

す
げ
の　

直　

子

　

今
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
３
議
案
の

う
ち
、
議
第
２
号
は
賛
成
多
数
で
、
第

86
号
議
案
お
よ
び
第
87
号
議
案
は
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
継
続
審
査

中
の
平
成
28
年
議
第
７
号
は
賛
成
少
数

で
、
本
会
議
で
否
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。　

　

付
託
さ
れ
た
３
議
案
の
う
ち
、
第
86

号
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
第
90
号
議
案

は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会

議
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
第

93
号
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
原
案
の
と

お
り
本
会
議
で
承
認
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

○
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ
い
て

・
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
は

　

あ
と
ぽ
ー
と
仙
台
」
の
大
規
模
改
修

　

に
伴
う
一
時
移
転
に
つ
い
て

・
「
（
仮
称
）
仙
台
市
子
ど
も
の
貧
困

　

対
策
計
画
」
の
策
定
に
係
る
協
議
会

　

の
設
置
等
に
つ
い
て

・
公
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て

　

付
託
さ
れ
た
２
議
案
は
、
全
て
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

一
般
社
団
法
人
・
財
団
法
人
の

中
小
企
業
融
資
制
度
の
利
用
要
件
を
伺
う
。

　
　
　
本
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
社
会

的
課
題
解
決
を
図
る
事
業
を
実
施
す
る
事

業
者
で
市
長
の
認
定
を
受
け
た
者
で
あ
る
。

　

付
託
さ
れ
た
３
議
案
は
、
全
て
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
実
態
調
査
の

　

結
果
に
つ
い
て

・
ボ注
３

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
、
道
路
案
内

　

標
識
・
道
路
情
報
板
の
長
寿
命
化
修

　

繕
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
４
月
に
市
立
中
学
校
で
発
生

し
た
自
死
事
案
に
お
け
る
教
育
委
員
会
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
５
月
22

日
、
６
月
８
日
に
議
員
協
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
５
月
22
日
に
は
６
名
の
議
員
が

当
局
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

市
立
中
学
校
で
相
次
い
で
発
生
し
て
い

る
生
徒
の
自
死
事
案
等
に
つ
い
て
、
事
実

関
係
の
把
握
と
原
因
の
究
明
を
行
い
、
速

や
か
に
い
じ
め
お
よ
び
体
罰
の
防
止
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
求
め
、
児
童
・
生
徒
が
安

心
し
て
健
全
な
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
６
月
23

日
に
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
全
55
人
の
議
員
で
構
成

さ
れ
、
事
実
経
過
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

い
じ
め
問
題
等
に
関
す
る
諸
課
題
、
再
発

防
止
策
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　仙台市議会では、小学校５年生から高校３年生までの団体を対象に、
「子ども議会（議会体験プログラム）」を実施しています。
　子ども議会では、児童・生徒がシナリオに基づいて、議長や議員など
の役割を演じながら、審議を体験し、議会の仕組みを学ぶことができます。
　総合学習や社会科の授業などに、どうぞご活用ください。
＜お申し込み・お問い合わせ＞
　　　　　　　　　　　　議会事務局調査課　TEL（２１４）６１６９

endai city assemblyendai city assembly endai city assemblyendai city assembly

い
じ
め
問
題
は
、
教
育
の
営
み

の
中
で
こ
そ
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
、
教
員

同
士
が
話
し
合
い
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
力
を
つ

け
る
時
間
が
必
要
。
事
務
職
員
増
員
、

定
数
内
講
師
の
正
規
化
、
少
人
数
学
級

な
ど
必
要
な
体
制
を
急
ぎ
つ
く
れ
。

　
　
　

増
員
を
伴
う
少
人
数
学
級
の
導

入
な
ど
は
従
来
か
ら
国
に
要
望
し
て
い

る
。
正
職
員
の
教
員
の
確
保
は
今
年
度

か
ら
の
権
限
移
譲
を
機
に
、
ま
ず
は
国

か
ら
示
さ
れ
た
定
数
の
中
で
可
能
な
限

り
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　

市
長
は
、
い
じ
め
を
受
け
て
い

る
子
ど
も
の
緊
急
避
難
先
に
、
現
在
不

登
校
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
運
営
し
て

い
る
適
応
指
導
セ
ン
タ
ー
「
児
遊
の
杜
」

や
適
応
指
導
教
室
「
杜
の
ひ
ろ
ば
」
を

活
用
す
る
な
ど
具
体
的
手
だ
て
を
と
り
、

命
を
守
る
姿
勢
を
示
せ
。

　
　
　

「
児
遊
の
杜
」
や
「
杜
の
ひ
ろ

ば
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
る
心

理
的
・
情
緒
的
な
理
由
で
不
登
校
状
態

に
あ
る
児
童
生
徒
の
適
応
指
導
を
行
う

目
的
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
通
級
児
童

生
徒
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
じ
め
等
で
学
校
生

活
に
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
児
童
生
徒
の

避
難
場
所
は
、
本
人
や
保
護
者
の
意
向

を
十
分
配
慮
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
確

保
す
べ
き
か
、
当
該
施
設
活
用
の
可
能

性
も
含
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
公
務
員
の
憲
法
順
守
義
務

○
福
祉
予
算
の
割
合
が
政
令
市
中
最
下

　

位
で
建
設
事
業
費
は
第
１
位
で
あ
る

　

市
財
政
の
ゆ
が
み
を
正
せ

○
待
機
児
童
解
消
へ
公
立
保
育
所
整
備
を

我
が
国
の
女
性
首
長
は
全
体
の

わ
ず
か
１
・
57
％
の
中
、
本
市
の
ト
ッ
プ

が
女
性
で
あ
る
こ
と
で
多
様
な
将
来
像

を
抱
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
女
性

の
活
躍
に
向
け
た
市
長
の
考
え
を
伺
う
。     

　
　
　

女
性
が
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
生
き
生
き
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、
市
職
員
の
育
成
は

も
と
よ
り
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
や
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

女
性
が
幅
広
い
分
野
で
意
思
決
定
の
場

に
参
画
し
、
そ
の
多
様
な
価
値
観
や
発

想
が
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
も
生

か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
　

　
　
　

公
園
の
み
ど
り
が
多
様
な
機
能

を
持
つ
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
市
公
園
内

へ
の
保
育
所
や
集
会
所
の
設
置
は
慎
重

に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

　
　
　

設
置
要
件
と
し
て
、
公
園
以
外

で
の
用
地
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、

一
般
の
公
園
利
用
者
に
大
き
な
支
障
が

及
ば
な
い
こ
と
、
公
園
利
用
の
促
進
が

図
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

地
域
の
理
解
を
得
た
上
で
、
検
討
を
進

め
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

○
看
護
師
・
保
育
士
な
ど
女
性
が
多
い

　

職
種
で
も
他
職
種
と
同
様
の
昇
任
を

○
技
術
職
等
の
採
用
時
面
接
手
法
の
改
善

○
教
育
行
政
の
自
主
性
、
自
律
性
の
尊
重

○
保
育
所
等
で
の
仲
間
づ
く
り
保
育

○
中
小
企
業
融
資
制
度
の
対
象
の
一
般

　

社
団
法
人
・
財
団
法
人
へ
の
拡
充

○
給
食
会
計
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
効
果
の
検
証

○
自注
２

走
式
搬
入
物
検
査
機
導
入
に
よ
り

　

想
定
さ
れ
る
事
業
ご
み
減
量
の
効
果

本
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
い
じ
め
対

策
は
、
結
果
と
し
て
効
果
が
な
か
っ
た
。

再
発
防
止
の
た
め
、
教
育
現
場
の
環
境

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
市
長
部
局
に

子
育
て
・
健
康
・
福
祉
・
地
域
等
の
横

断
的
総
力
を
結
集
し
教
育
行
政
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
部
署
を
直
ち
に
設
置
せ
よ
。  

　
　
　

　
　
　

教
員
・
学
校
の
役
割
が
拡
大
し

負
担
が
増
し
て
い
る
。
負
担
軽
減
を
図

り
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
業
務
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
学
校
現
場
の
課
題
に

対
し
、
市
長
部
局
の
部
署
が
組
織
横
断

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
支
援
体
制
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　

　
　
　

本
市
の
持
続
的
発
展
に
は
東
北

２
２
７
市
町
村
で
の
共
存
共
栄
・
広
域

連
携
が
必
須
だ
。
意
見
集
約
・
政
策
共

有
を
統
括
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
貢

献
者
と
し
て
東
北
連
携
の
取
り
組
み
を
。

　
　
　

　
　
　

東
北
絆
ま
つ
り
の
よ
う
な
各
都

市
と
手
を
携
え
た
交
流
人
口
の
拡
大
や

本
市
を
起
点
と
し
た
販
路
獲
得
な
ど
、
本

市
が
先
頭
に
立
ち
東
北
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

○
テ
ロ
等
対
策
と
災
害
法
制
権
限
移
譲

○
被
災
者
支
援
の
継
続
と
復
興
の
促
進

○
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
原
状
回
復

　

促
進
と
深
沼
海
水
浴
場
の
再
開

○
待
機
児
童
へ
の
対
応
と
幼
児
教
育

○
仙
台
城
跡
や
四
ツ
谷
用
水
、
陸
奥
国

　

分
寺
跡
、
貞
山
運
河
な
ど
歴
史
的
風

　

致
を
活
か
し
た
観
光
施
策

○
地
域
の
補
完
的
交
通
手
段
の
創
設

○
今
後
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
本
市
財
政

　

の
現
状
認
識
と
長
期
的
な
展
望

○
奥
山
市
政
８
年
間
の
総
括

　
　
　

本
市
の
中
学
校
で
い
じ
め
を
原

因
と
し
た
３
回
目
の
自
死
事
案
が
発
生

し
た
こ
と
は
誠
に
残
念
。
い
じ
め
問
題

に
関
す
る
各
委
員
会
は
、
奥
山
市
長
在

任
中
に
委
員
の
補
充
や
委
員
会
の
立
ち

上
げ
を
行
い
、
機
能
さ
せ
る
べ
き
だ
。      

　
　
　

本
事
案
に
つ
い
て
は
、
市
教
委

附
属
の
従
来
の
専
門
委
員
会
に
加
え
、

当
該
委
員
会
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
た
第
三
者
機
関
を
市
長
の
下
に
設
置

し
、
体
罰
の
実
態
や
従
来
の
い
じ
め
防

止
対
策
の
検
証
を
進
め
る
。
平
成
28
年

２
月
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
下

に
再
調
査
委
員
会
を
早
期
に
設
置
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

    

本
市
バ
ス
事
業
は
経
営
状
態
が

悪
化
し
て
お
り
、
経
営
努
力
も
限
界
に

近
づ
い
て
い
る
。
経注

１

営
健
全
化
団
体
に

転
落
さ
せ
な
い
た
め
、
公
営
企
業
と
し

て
継
続
す
る
部
分
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
事
業
な
ど
公
営
企
業
以
外
の
方
法
で

維
持
し
て
い
く
部
分
と
に
分
け
て
対
応

す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
。                        

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

バ
ス
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、
将
来
的
に
路
線
バ

ス
運
行
が
困
難
と
な
る
地
域
が
生
じ
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
市
民
生
活
を
支

え
る
持
続
的
な
交
通
の
確
保
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
今
後
必
要
な
調
査
を
実

施
し
、
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。                        

○
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
問
題

○
音
楽
ホ
ー
ル
へ
の
今
後
の
取
り
組
み

○
災
害
対
応
法
制
の
見
直
し

○
今
後
の
待
機
児
童
対
策

○
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
拡
大

○
沿
岸
部
の
集
団
移
転
跡
地
の
利
活
用

○
放
射
性
汚
染
廃
棄
物
の
処
理
問
題

「
い
じ
め
は
絶
対
ダ
メ
」
と
の

認
識
を
子
ど
も
、
教
師
、
保
護
者
で
共

有
す
る
こ
と
が
必
要
。
自
死
と
い
う
重

大
事
態
に
対
し
、
被
害
を
受
け
た
方
々

の
身
に
寄
り
添
い
、
対
応
に
誤
り
の
な

い
よ
う
留
意
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

４
月
に
発
生
し
た
自
死
事
案
に

お
い
て
、
い
じ
め
の
重
大
事
態
と
し
て

扱
う
判
断
が
遅
れ
た
こ
と
は
、
反
省
す

べ
き
点
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
、
い

じ
め
問
題
専
門
委
員
会
に
よ
る
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
詳
細
な
調
査
の
準

備
を
進
め
て
お
り
、
遺
族
の
意
向
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
調
査
結
果
を
遺
族

に
適
切
に
提
供
し
て
い
く
。

　
　
　

自
転
車
の
安
全
利
用
を
推
進
す

る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
早
期

に
条
例
創
設
を
図
る
べ
き
。

　
　
　
　

　
　
　

一
層
の
安
全
利
用
を
図
る
た
め
、

自
転
車
利
用
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
や

自
転
車
保
険
加
入
の
必
要
性
な
ど
を
条

例
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
が
有
効
と
の

判
断
に
至
っ
た
。
今
後
、
条
例
の
制
定

に
向
け
、
有
識
者
や
関
係
団
体
等
の
意

見
を
聞
き
、
検
討
作
業
を
進
め
て
い
く
。

○
市
長
の
施
政
方
針
の
今
後
の
展
開

○
最
後
の
一
人
が
震
災
か
ら
復
興
を
果

　

た
す
ま
で
き
め
細
か
い
支
援
を

○
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
対
策
室
の
設

　

置
と
条
例
の
創
設

○
貞
山
運
河
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

　

の
復
旧
と
利
活
用

○
都
市
公
園
の
再
整
備
の
あ
り
方

○
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
座
敷
椅
子

　

の
配
備
な
ど
設
備
の
充
実

○
市
施
設
使
用
料
支
払
い
方
法
の
統
一

○
市
道
認
定
の
迅
速
化
と
基
準
緩
和自転車の安全利用の推進を

（自転車マナー啓発活動の様子）

　仙台・東北の幸せと発展を見守る
　藩祖政宗公（博物館南庭の初代銅像）

福祉予算の割合が政令市中最下位の仙台市
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大阪市は地下鉄・バスを民営化
（写真提供　大阪市交通局）

　   貴重な公共空間としてさまざまな
　   役割を持つ都市公園


